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著成本橋

巻末
の
あ
と
が
き
に、
一
つ
のエ

ピ
ソー
ド

が
紹
介
さ
れ
て
い
る s
そ

れ
は
著
者
が
五
十
四
年
の
夏、

長
野

県
飯
田
市
で
興
行
中
の
サ
ー
カ
ス
聞

を
取
材
し
た
と
き
の
こ
と畠

見
物
答

の
著
い
母
親
が
だ
だ
を
こ
ね
る
四
、

五
歳
の
娘
に
「
サ
ー
カ
ス
に
置
い
て

い
き
ま
す
よ
」

と、
，
脅
し
文
句M

を
言っ
て
い
た
と
い
う
の
だ。

暗
い
サ
ー
カ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
は、

ま
だ一
部
に
残っ
て
い
る
よ
う
だ 。

が、
著
者
が
こ
の
五
年
間、
さ
ま
ざ

ま
な
サ
ー

カ
ス
回
を
全
国
各
地
の
輿

符
先
に
訪
ね、
団
長
の
生
活
を
約
百

二
十
枚
の
写
真
に
ま
と
め
た
本
書
に

は、
六
大
サ
ー

カ
ス
が
競
う
と
い
う

一

新
し
い
サ
ー
カ
ス
の
時
代
」

に
ふ

さ
わ
し
い
明
る
い
表
情
が
あ
ふ
れ
で

い
る。

本
管
に
は
曲
芸
の
シ
1

ン
は、
あ

ま
り
な
い ・
幕
開
け
か
ら
終
演
まで

の
主
に
w
舞
台
裏M
を
追っ
た
も
の

だ。

撮
影
揚
所
も
時
間
も
異
な
る
写

真
を
編
集
レ
て
サ
ー
カ
ス
の
一

日
を

再
現
し
た
構
成
も
見
事
で
あ
る。

俳
優
小
沢
昭
一

氏
と
サ
ー
カ
ス
団

員
の
対
談
も
収
め
て
い
る 。

（
筑
摩
奮
闘店
・

三
二
O
O
円）

「長野／飯田市／関根サ
ーカス／1979年8月J
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潤
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岡
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V
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級
桂
文
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シ
A
ノ
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著
／
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三
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メ
グ
レ
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生
出向
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一
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、
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滋
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二
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二
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修
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宇
宙
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四
O
円）
、

黒
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著
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出力
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ゅ
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い
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回
O
円）
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浜
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市
場
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各
三
九
O

回
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介
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浜
田

広
介
意
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三
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O
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潮
文
庫
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本
務
援
著
「
渡

弓
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著
「
お
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み
ち
（
上）
」

さ
れ
た
場
面
」

（
二
八
O
円、
一
月

（
四
八
O
円）
、

吉
川
英
治
著
「一一一
二
十
八
日
刊
H
以
下
問
じ）
、
源
氏

国
志
⑤
＠
」

（
各
五
回
O
円）
F

石

鶏
太

箸
「
湖

畔

の
人
」

（一一一一
一
O

坂
世仲
次
郎
著
「
雨
の
中
に
消
え
て
」

円）
、

島
田島

敏
雄

著
「
死
の

練
」

（
三
四
O
円）
、

ヱ
セ
ル
・

ウ
ォ
イ

（
四
八
O
円）
、

山

本

周
五
郎

著

ニッ
チ
箸
／
佐
野
朝
子
訳
「
あ
ぷ
」

「
花
杖
記」
（
三
六
O
円）

、
黒岩

（
五
二
O
円）

、
湯
川
秀
樹
箸
「
科
逮
介
箸一
青
春
を
ス
キ
ー
に
」

合一一

学
と
人
間
の
ゆ
く
え」
（
五
四
O

こ
O
円）
、
浮
谷
東
次
郎
著
「
が
む

円）
、

結
線
自国
治
箸
「
真
夜
中
の
男」

し
ゃ
ら
1
5
0
0
J
」
（
ニ
二
O
円
）

八
0
年
代
は
い
か
な
る
世
界
な
の
つ
い
て
は
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
が、

が、
こ
れ
は
現
在、
国
際
関
係
に
関
心
著
者
は
時
代
状
視
を
つ
と
に
「
生
ぬ
る

を
抱
く
者
に
とっ
て
と
り
わ
け
大
き
な
い
載
争
。。
三
垣島
こ
そ
規
定
し
て

課
題
と
なっ
て
い
る 。
い－
2a
で
も
は
お
り、
こ
の
立
場
か
ら
本・
の
タ
イ
ト
パ
ル
な
冷
戦へ
の
幕
明
け
で
あっ
た
の
問
題
の
な
か
で
棺
玄
関
連
さ
せ
な
が
ら
策
上
の

n
チャ
イ
ナ・
カ
ー
ドa

と
い

く、
双
緩
か
ら多
極
化へ
と
大
き
く

変
ル
が
直
裁
（
ちょ
く
せ
つ）
に
示
す
よ
守
は
な
か
ろ
う
か」
と
自問
し、
ま
ず
分
析、
批
判
し、
終
わ
り
に
「
平
和
の
う
の
は、
い
ま
や
昔
話
で
あ
り、
中
国

貌（
ぼ
う）
し
た
戦
後
の
国
際
政
治
の
うに
「
新
冷
戦
の
時
代」
と
し
て、
国
は
じ
めに
戦
後
ほ
ぼ
十
年
ご
と
の
節
目
た
め
の
地
政
学」
と
し
て
国
際
関
係
研
が

w
ソ
連
カ
ー
ドa

を
現
在
は
もっ
て

わ
く
組
み
の
な
か
で、
七
0
年
代
末
に

－

究
の
す
す
め
と
提
言、
さ
ら
に
「
日
本
い
る
の
で
あっ
て、
中
ソ対
立
と
い
う

生
じ
た一

著

書
妻、
ペ
ト

ナ

リ

ア

ル

に

現

状

分

析

の
選
主
と
し
て
日
本
の
対
益
支
「
新
し
い
神
話」

自
（
か
ん
せ

ム
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
進
攻、
中
国
の
対刊

の
提
言
を
行っ
て
い
る 。

い）
に
陥
ら
ぬ
よ
う警
告
し、
中
国
の

ト
ナ
ム
「
制戴」
戦
争、
ソ
速
の
ア
フ

中

嶋

嶺

雄

著

本
膚毘
著
者
の
こ
れ
まで
の
研
究
論
現
在
の
状
況
か
ら
す
れ
ば
中
ソ
和
解
の

ガニ
ス
夕、J
進
攻
は
新
た
な
局
面
を
現

文
をベ
l

ス
と
し
な
都
b、
い
わ
ば一

可
能
性
を
も
見
通
し
て
お
か
な
け
れ
ば

誇

れ

計

特

設

航海猪瀬海

縛満開

錦
町
協
1
1
日

持

続

完

説明

都民

主

中
日
の

w
同
盟u
が
指
摘
さ
れ
る
に
ま

‘

う
え
で
適
当
で
あ
ろ
う ・

と
笑
を
見極
め
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る

で
至っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る b

際
政
治
の
現
段
階
を
リ
ア
ル
に
分
析
レ
に
お
け
る
転
換
の
儀
相
を
創
出
（
て
き

本
曾
で
扱
わ
れ
て
い
る
問
題
は
多
岐
と
い
う
指
摘
な
ど
で
あ
る 。

こ
の
よ
う
な
状
混
の
も
と
で、
第二
て
い
る ・

しゆ
っ）
し
て
の
ち、
日
本
に
密
接
な
に
わ
た
る
が、
評
者
の
関
心
を
もっ
た

現
代
世
界
に
関
心
を持
つ
者
に、
利

次
冷
載
と
か
新
し
い
冷
織
と
い
う
解
釈

著
者
は
「
本
質
的
な
冷
戦
構
造
の
解
関
係
を
も
っ
中
国
を
は
じ
め
ソ
速、
米
論
点
を一一、
三
挙
げ
る
と、
米
国、
日
激
を
与
え
さ
せ
る
本
で
あ
る 。

が
出
さ
れ
る
よ
うに
も
な
り、
こ
れ
に
体
で
あ
る
ど
こ
ろ
か

：
よ
り
グロ
l

国
の
対
外
姿
勢、
政
策
を
そ
れ
ぞ
れ
の
本
で
も一
時
盛
んに
い
わ
れ
た
対
ソ
政
（
T
B
S

ブ
リ
タニ
カ・
一
0
0
0
円）
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の
対
外
姿
勢、
政
策
をそれ
ぞ
か
らすれ
ば
中
ソ
和解の
可
能
r

れの
問
題の
なか
で相
互
関連．
性
を
も
見通
して
お
か
な
けれ
……

させ
な
が
ら分
析司
批判
し、
ば
な
ら
ない
と
指摘
してい
る’……

八
0年
代はい
か
なる
位
界
て
は
議
読の
ある
とこ
ろ
だ
「平
和の
た
めの
地
政
学」
と
こ
と、
ま
た、
米
ソ
両
大
国の
山

なの
か、
こ
れは
現在、
国
際
が、
著者
は
時
代
状
況
をつ
と
して
国
際
関
係
研
究の
す
すめ
錯
誤は
中
国の
虚と
突
を
見極
ロ

関係
に
関、心
を抱
く
者に
とっ
に
「
主
ぬ
る
い
戦
円笥e
ns－

と
提
言、
さ
らに
「日
本の
選
めてい
ない
こと
に
ある
とい
山

て
と
り
わけ
大
きな
一課
題と
な
者E」
と
規
定
して
お
D、
こ
択」
と
して
日
本の
対
外
政策
う指摘
な
どで
あ．る。

’
「
っ
て
い
る。
い
つ
まで
も
な
の立
場
から
本書の
タ
イト
ル
上の
提言
を
行っ
てい
るひ

本
曹
は
現代
役明刊に
関心
を
山

苛
〈、
忍
緊
急
滋
化へ
と
大

主紘
（
三くせつ）
に
示

本
警は
著者の
こ
れ
までの
持つ
者
に、
刺
激
を
支考
え
…
…

－F
きく
変
貌（
ぼ・フ）
した峠引か依
すよ
うに
「新
冷
戦の
時
代」
研究論
文をぺ
I
ス
と
し
な
が
させる
本で
ある。
（T
B
S
……

の
国際
政
治の
わ
く
dmu
の
広
と
して、
国
際
政治の
現
段
階
ら、
い
わ
ば一
般
向けに
叙
述
プリタニ
カ、
B
6
判、
二一

かで
七C年
代
末
ヰ

！li
l

i－

－iー

ー

されて
お
り、
著者
王将－一
C
O
GB‘

・’
m

生
じ
た
二涯の
国
際

境
内
乃

霊
祭
攻
冶

の
考
え
を知る
う
え
mi一－u－

m

z
的
事
件、
ベ
トナム

ZJe
s
T
〈
F
I
R
E
司S
J
d

で
適当
であ
ろう。

一
F
の
カ
ン
ポ
ジ
五

b

7
7
レ

ニ

ナ

斤

喜
で
扱わ
れτ
……

－
M
孜、
中
国
の
対
ベ

φAC
－
－
ノ
y
tu
F
ヌ
剥
仰

い
る
問
題は
多
岐に
山
ツ

ト
ナ
ム「
制裁」
戦

わ
たる
が、
評者の・
……
川

』字、
ソ
連の
ア
フガニ
スタン
ぞジ
アル
に
分
析して
い
る。
関、ャを
もっ
た
論点
を二、
三
山
Jん

侵
攻は
新た
な局
面
を
現出
さ

著者
は
「本貨
的
な
冷戦
構
挙
げる
と、
米
国、
日
本でも
山
内

ーョー
せ
た
し、
またソ連の
軍
事
力
造の
解い俗
で
あ
る
どこ
ろ
か・：
一
時
盛
んにい
われ
た
対
ソ
政山
R

E
の
増
大
と
その
位
界的
展開
に
よhu
グロ
ーバ
ルな冷
戦へ
の

策上の
H
チャ
イ
ナ
・
カ
－
m
「

一
不
対
して
米
中日
のw
同
盟u
が
幕
開
けで
あっ
たの
で
は
な
か
ド“
とい
うの
は、
い
まや且日
出’
ラ
ら

指摘
さ
れる
に
示で一まっ
てい
ろっか」
と自
問し、
ま
ず
は
話
であD、
中
国がH
ソ
連
カ
出
ブ
帥

る
からで
める。

じめに
険
後ほ
ぽ
十年C
との
1ド“
を
現在
はもっ
てい
る
……
一
間

この
よ
う
な状
況の
も
と

節目にお
ける
転
換の
様
相
を
の
で
あっ
て、
中ソ対
立とい
m
e
＝

で、
第二
次
人内戦
とか新
しい
割
出
（て
き
しゆ
っ）
し
て
の
う「
新
しい
神
話」
の
陥奔
出
抗
N

冷
戦
とい
う
解
釈が
出され
る
ち、
日
本に
密
接
な関
係
を
も
（か
んせい）
に
焔らぬ
よ
う
山川

よ
うに
も
なり、
こ
れにつ
い
つ
中
国
を
は
じめ
Y連、
米
国
警
告し、
中
国の
現在の
状
況
出

医事

中

向島

嶺

雄
著
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＃
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管
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縮
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